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No. 31 (1986) 

彊芝の血糖降下活性ブロテオゲリカンの構造

友田正司，権問良子，笠原義正＊，ヒキノヒロシネ

〔第9回糖質シンポジウム（1986年7月，東京）で発表〕

マンネンタヶ Ganodermalucidum （サルノコシカケ科〉の子実体である霊芝は，神農本草経上

品に収載された古来の漢薬で，強壮，鎮静，血行改善，健胃整腸などの薬効が知られており，近

年栽培による量産に伴って成分および薬理に関する報告が増大しているO 抗アレルギー，抗炎

症，抗腫場，抗菌，血圧降下，血糖降下，コレステロール降下，高脂血改善，血小板凝集抑制，

中枢抑制などの薬理作用が報告され，成分研究では特に抗腫療活性を示す多糖と，苦味を呈する

トリテルベノイドについて多くの報告が見られる。

漢薬の1fn糖降下活性成分のうち，人参と附子のグルカン数種の構造は既に報告したが，霊芝か

ら得られた活性成分はプロテオグリカンであり，そのうち 2種の物質の単離，活性，および糖部

を主とした構造の大要を述べる。

霊芝末を熱水抽出しエタノール添加で、得た高分子画分の水溶液を， DEAE-Toyopearl650 M 

カラムにかけ，水溶出国分と lMNaCl溶出回分を得た。両者をそれぞれ SephacrylS-200カラ

ムと 0.5MNaCl合有 O.lM Tris-HCI (pH 7）を用いて分画し，各主部を SephadexG-50カラム

および CellulofineGCL-2000-mカラムクロマトグラフィーで精製して，前者から ganoderanC, 

後者から ganoderanBを得た。

血糖降下活性の測定は既報の通り， Std:ddY系雄性マウスを用いた腹腔内投与により行い，

両成分はし、ずれも強い活性を示した。

Ganoderans Bおよび Cは，ゲルクロマトグラフィーとガラス繊維紙電気泳動でそれぞれ単ー

であり，分析値から多糖ータンパク質複合体であると推定されたので，ポリアグリルアミドゲ Jv.

電気泳動も行ったが，過ヨウ素酸－Schiff試薬とクーマシーフやルー試薬を用いた場合に，それぞれ

単一バンドが同一個所に検出された。 Bは〔α〕D一25.8°，分子量 7400，ク事ルコースから成る多糖

55,4%と，タンパク質 44.4%で構成され， Cは〔α〕D-20.1o，分子量 5800，グルコース 69.6%

とガラクトース 2,9%から成る多糖，およびタンパク質25.5%で構成される。重水溶液の iH-

NMRと13C-NMR測定結果から， Bの多糖部は fi-1→6およびか1→3結合のグルカンであり， C

の多糖部も Bと同様の単位が主体を占めているが，ガラクトースは α結合で存在することが推

定された。

Tris-HCI緩衝液中 ActinaseEを作用させ， 6M尿素溶液の SephacrylS-200カラムと Sepha-

dex G-25カラムを用いて， Bから多糖部 60%,Cからは多糖部 82%の成績体を得，これらにつ

いても活性を測定したが，血糖降下活性は多糖部に基づくと推定された。両者を完全メチル化し

加水分解物の還元およびアセチル化後の分析で， Bからは 2,3,4,6-Me-;2,4,6-Me-; 2,3,4-Me-; 

2,4-Me－の各 glucitolacetateを，生成モル比 1.0: 1.1 : 2.0 : 1.1で確認しまた Cからは2,3,4,

6-Me-; 2,4,6-Me; 2,3，ふMe伽； 2,4-Me－の各 glucitolacetate，および2,3,4-Me-galactitolacetate 

を，生成モル比 1.0: 1.0 : 2.1 : 1.1 : 0.2で確認した。

原試料の Smith分解による残存構成糖はいずれもグルコースで，残存率は Bでは 19.5%,C 

-77-



No. 31 (1986) 

の場合には 25.6%であった。構成糖を含む低分子オリゴマーは得られなかったので， BおよびC

の多糖部は舟1→3ーグルカンの主鎖を有すると考えられる。以上の結果から ganoderanBの多糖

部構成単位として Chart1を提出し， Cでは本単位5に対し 1の比で， α4→6結合の galacto-

pyranose単位が存在すると推定した。
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アルカリ性還元処理（0.8MNaBH4 in O.lN NaOH, 37°, 68 h）を繰り返し， DEAE-SephadexA-

25カラムおよび CellulofineGCL-25-mカラムを用いて分離した糖鎖の分析で， B,Cともに還元

末端としてソルピトールを確認した。

酸加水分解後のアミノ酸分析では， Asp,Thr, Ser, Glu, Pro, Gly, Ala, Val, Ile, Leu, Tyr, 

Phe, His, Lys, Argが検出され，モル比は Bでは 12.3: 9.4 : 9.1 : lQ.3 : 4.0 : 13.6 : 10.9 : 6.6 : 

3.3 : 4.1 : 5.5 : 2.9 : 2.3 : 3.3 : 2.3, Cでは 9.3:11.1 : 11.5: 7.6: 5.2: 12.7: 12.6: 6.6: 3.2: 

4.0: 5.5: 2.7: 2.1 : 3.9: 2.0：であった。

既知の霊芝の抗腫蕩性グルカンに比べて， ganoderansBおよび Cでは件1→6結合糖鎖の比

率が大きく， BとCは類似の糖鎖構成様式を有するが， Cの多糖部側鎖の一部に存在すると推定

された α－1→6結合ガラクトース単位は特徴的である。

串東北大学薬学部

オオバコ種子の粘質多糖， Plantago-mucilageAの構造と活性

友田正司，清水訓子，権回良子，山田陽域＊，

永井隆之＊， ヒキノヒロシ料

〔第6回天然薬物の開発と応用シンポジウム (1986年7月，名古屋）で発表〕

オオパコ Plantagoasiatica L.の種子は，車前子の名で古来用いられてきた漢薬で，消炎，鎮

咳去疾，止潟，利尿薬として，漢方処方および家庭薬に配合されている。オオバコ属の植物は温

帯の世界各地に広く分布しそのうち数種植物の種子粘質物はヨーロッパで緩下剤に用いられ，

インドでは腸疾患の予防と治療に使用されてきた。またオオパコ属植物起源の分枝ベントース鎖

をもっ多糖を経口投与し血糖と血中コレステロールレベル低下に有効で、あったとし、う報告も見

られる。
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